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　JIA建築家大会2024別府において、JIAまちづくり会
議、関東甲信越支部・建築まちづくり委員会、日本建築
まちづくり適正支援機構（JCAABE）の協働で、まち歩
きワークショップを実施しました。これは、2023年の常
滑大会に続くもので、住民と学生と建築家が一緒にまち
を歩き、まちのタカラ（良い点）、アラ（問題点）を見つ
けて分析し、タカラを活かす、アラを解決する提案をす
るプログラムです。
　まちづくりは市民が主体であり、専門家や行政がそれ
をサポートするファシリテーションが求められます。こ
のため、事前に参加建築家に、ワークショップのやり方
やファシリテーションについての共有が大切です。また、
別府のまちづくりの現状の理解、湯をテーマにしたまち
づくりの知識も必要なので、大会前のマンスリー企画と
して、2024年10月11日にオンラインシンポジウム「銭
湯でひとをつなぐ活動／別府のまちづくり／地域を活か
す建築家のファシリテーション」を行いました。

湯をテーマにしたオンラインシンポジウム
　栗生はるか氏（せんとうまち代表理事）からは、文京
建築会ユースの「銭湯と人をつなぐ活動」について話を
いただきました。地域の銭湯が次々になくなってくる中
で、もったいない、文化を継承したいとの気持ちで仲間
と共に、解体前に人を巻き込むイベントを行い、解体建
物のパーツを使って山車をつくり、それで銭湯周りのお
祭りをするなどの活動を継続的にされている。この中で、

文化としての銭湯の再認識や人と人がつながり、昔なつ
かしいコミュニティーが育成されている点が興味深い。
銭湯そのものに癒しがあり、リラックスする中で自然に
会話が生まれ、つながりが生まれるという湯の本質的な
良さが、栗生氏の活動の中で浮き彫りになりました。
　次に「別府のまちづくり」について別府市建設部施設
整備課の籠田真一郎課長に話をいただきました。別府
は何と言っても温泉、さまざまな所から温泉が湧くの
で、住民にとっては身近であり、観光資源としても大切
で、それをどう維持させるか、どう活性化させるかがポ
イントとのこと。別府駅の海岸側の旧市街地と山側の市
街地との地勢的特徴を分かりやすく説明いただくととも
に、シャッターで閉じがちな商店街の活性化、海側と山
側とのつながりをどうつくるかなどの課題もご紹介いた
だきました。
　連健夫（筆者）からは、「まちづくりファシリテーター
とは何か？」をテーマに話しました。ファシリテーター
とは調停者・促進者であり、住民と行政、専門家をつなぎ、
話し合いをまとめて方向性をつくるという役割を担いま
す。ポイントとしては、住民と同じ目の高さで話すこと
です。建築家は専門家なので情報を持っており、どうし
ても先走ってしまう傾向がありますが、まずは住民の話
をしっかり聞き、それを膨らますことが大切です。また
建築家はデザインができるので、住民の言葉を膨らまし
て具体化のデザインイラストを描くことにより方向性を
つくることができるなど、コツを含めて説明しました。
　ディスカッションでは、湯を活かすまちづくりとして
足湯をさまざまな所につくることや、住民参加のまちづ
くりによって能動的でかつ持続性ある街づくりになるこ
と、歴史・文化・人をつなぐことの大切さなどが話され
ました。併せて、まち歩きワークショップの参加建築家
には、事前に JCAABEのまちづくりファシリテーター
養成講座（2023年度日本工学教育賞、2024年度日本建築
学会教育賞）の動画を観て学習できることなどが紹介さ
れました。 （連　健夫）
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前半のまち歩き。ポインターで
指差して撮影

後半のディスカッション 地図に写真とメモを貼り分析 チームごとにまとめた分析と提案を発表する

参加者全員で記念撮影

まち歩きに向けた準備：”ゆるく”かつ“綿密に”
　まち歩き開催に向けては、地域に根付いた専門家との
協働が欠かせません。今回は長年にわたり別府のまちづ
くりに携わってこられた大分大学准教授 姫野由香先生
をゲストファシリテーターとしてお迎えしました。姫野
先生とつながりを持つことができたのは JIA九州支部を
はじめとした建築家たちの日々の地域活動の賜物です。
　開催に向けて最初の準備として、まち歩きのコース設
定をしました。地域の特徴や状況、進行中のまちづくり
活動や今後に向けた視点など、地域の専門家と相談しな
がら行いました。コースといってもあまり決めすぎない
ことが大切です。今回はスタートとゴール、途中のチェッ
クポイント、大まかなエリアをゆるやかに設定するこ
とで、自由な目線でまちの“タカラ”と“アラ”の発見を
促すようにしつつ、時間内に進行することを考えました。
このいい意味での“ゆるさ”がまち歩きの準備において
はポイントといえます。
　参加者は住民、市民、地元大学生、全国から集まった
JIA建築家と多様であることから、申し込み制とし、チー
ム編成を事前に行いました。ここでもある程度の飛び入
り参加を歓迎するなど、臨機応変にゆるやかに運用して
いくことが大切です。

ワークショップ まち歩きとディスカッション：		
地域と伴奏する未来に向けて
　ワークショップは、前半に“まち歩き”、後半に“ディ
スカション”を実施しました。開始に先立ち、ファシリ
テーターは事前ミーティングを行います。役割分担、流
れのポイント、主役である住民・市民の意見を引き出す
態度、楽しむことを再確認してスタートしました。ワー
クショップは始まればまさに“生き物”です。各メンバー
が尊重し合い、自由に各自が目的に向かって動いていき
ます。そのためにも事前ミーティングは大切なポイント
です。前半の名脇役である小道具の存在も忘れてはいけ
ません。“タカラ”と“アラ”を「ポインター」で指差し
て「インスタントカメラ」で撮影。ポインターは対象を
明確にする役割を持つとともに楽しさを演出し、インス
タントカメラは記録の効率化を促し、後半のディスカッ
ションにつなげていく役割を持つ。これらの小道具を使

い役割を交代させることで、より多くの参加者に直接的
に関わってもらう機会をつくります。
　まち歩きを終えた参加者はゴールであるディスカッ
ション会場「ビーコンプラザ」に集合し、後半のディス
カッションが始まりました。ディスカッションは「分析」
と「提案」の2つを協働して制作。分析は中央にエリア
マップを配置したシートに集めてきた写真を貼り付けま
す。同時にメモしておいた感想やコメントを書き込ん
でいきます。図やスケッチがあっても良いでしょう。ま
た相反する意見や分析も大歓迎。ありのまま記録します。
ここでは分析に徹することがポイントです。
　分析がまとまったらまちの資源を生かす、課題を解決
する提案を行います。ここで何よりも大切なことは「主
役は住民・市民」であり、伴走者であるという態度です。
ファシリテーターは参加者の意見を引き出し、時には言
葉に表しきれないアイデアを図やスケッチに表現。まさ
にファシリテーターである建築家の出番です。時には少
ない言葉でフックを与え、参加者から意見を引き出すこ
ともポイントです。住民の意見を引き出し起こった化学
反応がまちづくりの活動を“自分ごと”にして、生き生
きとしたものに変えます。提案は“てんこ盛り”くらい
がちょうど良いでしょう。今後に続いていくまちづくり
は、多くの選択肢を残していくことが可能性を広げます。
発表を行い専門家にコメントをもらうことで参加者全体
に情報共有が進み、次へとつながります。最後に集合写
真を撮影して終了しました。
　ここには多様な人たちが入り混じり、未来に向かう充
実した笑顔が溢れています。こういった笑顔をつないで
いく種まきを今後も続けていくことが、JIAらしい活動
であると考えています。 （松村哲志）


